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青木恒子議員に対する懲罰動議 

 

次の理由により、青木恒子議員に懲罰を科されたいので地方自治法第１３５

条第２項及び香芝市議会会議規則第１５４条第１項の規定により動議を提出し

ます。 

 

記 

 

理由 

令和３年発議第１６号の議決における青木恒子議員の多数決の原則を無視す

るという行いは、民主主義の根幹を揺るがす議会議員としてあるまじき行為で

あり、議案に賛成した議員を愚弄するものであります。 

 前記の行為は断固として許すまじき行為であり、無論看過できるものではあ

りません。 

 従って、今回の青木恒子議員の行為は新たな懲罰事犯の発生であり、地方自

治法第１３５条第２項の規定に基づき、懲罰を科すことを求めます。 


